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■体感できる始作でスタート

当初、食事の際に手の振え（本態性振戦）を軽減する肘装着ロボットの開発が

進められていた。その時,腕に巻きついたスパイラルフレームを手に巻きつけ

て書字に使いたいとの被験者の要望から生まれた。

　ＮＥＤＯ新エネルギー・産業技術総合開発機構
イノベーション推進事業　課題解決型実用化開発助成

テーマ：「個人の体型に合わせた高年齢のふるえ（本態性振戦）を抑える手首装具」

■現場からの一括一環の開発

■機能＋感性の特徴

■福祉用具＆筆記用具

■ユーザーが実感できる実証調査

従来のメーカーによる機能重視の開発に対して使われる現場のユーザーから

の発想と売った後もフォローするモノづくりによる支援機器を目指した。

・手のサイズや形状に自分で合わせられる。

・装着に負担が少なくかっこいいシンプルデザイン。

・書字がラクに楽しく書く意欲が出る。

・手に取って説明することでコミニュケーションが向上する。

・書字やぬり絵

・マウスやプッシュホン操作。

・スプーンやホークの保持。

・編み棒操作。

・ケンショウ炎の防止。

・日利き手（左手）での所持。（パイロットコ―ポレーションと連携）

・病院やケアセンターで本態性振戦やパーキンソン方の計測調査。

　（電気通信大学と連携）
楽書

加速度センサー
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